村上春樹『ノルウェイの森』論 : 反復(リプリーズ)する物語と音楽 by Abe, Shota
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository
Title 村上春樹『ノルウェイの森』論 : 反復(リプリーズ)する物語と音楽
Auther(s) 阿部, 翔太














から今日に至るまで、一貫して多種多様な音楽が物語の解釈コードとして織り込まれており、それらは単に作品の舞台となる時代の文化的なアイコン、あるいは登場人物や村上の音楽趣味といったもの以上の意味を有 いるといえよう。また、村上は「文章を書くこと」と「音楽を演奏すること」は、「リズムの重要性、インプロヴィゼーションの楽しさ、聴衆とのあいだに共振性を確立すること 大切さ」 う点において「直結してい 」と語っており、
（１）
そのスタイルにおいても、音楽




















一九八七年）もまた、音楽が重要な鍵となる作品である。本作品では、なによりビートルズの音楽は看過でき い いえようが、その他、今井清人氏は、「実際に「僕」（〈ワタナベ〉――引用者注）がターンテーブルにのせる」二つのア バム――マイルス・デイヴィス『カインド・オブ・ブルー』と ビル・エヴァンス『 ルツ・フォー・デビー』 、〈ワタナベ〉と〈直子〉の人物像と重ね合されていることを指摘し、
（７）
佐













































































lonely people / W
here do they all come from? / All the lonely people / W
here 
do they all belong? 」、そして『ノーホエア・マン』の「
Nowhere man 」の

















 Jardins sous 
pluie 」（「雨の中の庭」）として構想していたことはよく知られるとこ
ろである。ドビュッシー「雨の庭」では、その主題に二つのフランス童謡―― 「ねんねよ、 坊や
 Dondo l’enfant do 」 と 「もう森には行かない
 Nous 










印象的な「雨」の日の場面が数多く描かれていることからもうかがえる。たとえば、〈ワタナベ〉と〈直子〉が初めて体を重ねた〈直子〉の誕生日や、〈緑〉の父親が亡くなった日、そして〈直子〉の姉が自殺した日にも雨が降っていた。このように 死」と関連する場面が多く見受けられる一方で 「雨」が持つ「豊饒」や 神の恩寵」、「幸運」といったイメージを
（１５）
象徴しているかのように、〈ワタナベ〉と〈緑〉が日







の二年前に刊行された『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』（新潮社、一九八五年）と 連続性を意識していたのではないかと推察される。《世界の終り》パートにおいて、手風琴を見つけ唄を思出した〈僕〉が、〈図書館の少女〉と もに 森
、」へ向かうという結末





































































































































































































































































hen this old world starts getting me down  
 
 
And people are just too much for me too face 
 
 
I climb way up to the top of the stairs 
 
 
And all my cares just drift right into space 
 
 
On the roof, it’s peaceful as can be 
 
 
And there the world below can’t bother me 
 
 





Right smack dab in the middle of town 
 
 
I’ve found a paradise that’s trouble proof （




And if this world starts getting you down 
 
 
There’s room enough for two 
 
 
Up on the roof （














Up on the roof （




Oh, come on baby （




Oh, come on baby （




Everything is all right （


































し、「知っている唄をひととおり唄ってしまうと 今度は自分で作詞・作曲 た」『何もない』という「不思議な唄」を唄い、その後二人は初めて口づけを交わす。ここで〈緑〉が唄う『何も い』という唄は、一
九五九年にデビューしたフォーク・グループ、ブラザーズ・フォアがカバーしてヒット曲となった『七つの水仙』をもとにしていると考えられる。〈ワタナベ〉は、〈緑〉の家を訪れる際に水仙の花を持参しているが、これをみた〈緑 が「私、水仙って大好きよ」、「昔ね高校の文化祭で『七つの水仙』唄ったこ がある よ。」《上・第四章・一二四頁》と語っている とは示唆的である。『七つ 水仙』は、「私は邸宅も土地も、お金も持っていない」けれど、「あな に広い丘の朝を見せてあげられる そしてキスをして
7つの水仙をあげる」という歌詞のラブ・
ソングであり 「な 」と うモチーフを〈緑〉は借用し 『何もない』という唄を作り上げ、 〈ワタナベ〉への好意 示したのだろう
（２８）
のちに
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いった言葉で捉えられ、 『ノルウェイの森』の ワタナベ〉につ ても、「彼は常に作中に登場する 何らかの形で「精神」を病んだ人々 「聞き手」としてのみ登場させ ている。」
（３３）
、 「突撃隊、直子、永沢さん、
ハツミさん、 緑、 レイコ ん、 彼ら いずれもがワタナベ君に対して 「聞き手」の役割（つまりカウンセラー、サイコセラピスト）を要求してい









































THE BELIEVER  








































いて川上は、 「そういえば村上さんの小説に、男性 ミュージシャンの登場人物ってあまりいないですよね。ぱっと思いつくのは「トニ 滝谷」の滝谷省三郎くらい？
 
女性では、わりにいるように思うんですけど。彼女









































































































ついても、音楽がそれらの形式を作り出したとき 神話 レヴェルで でに存在していた構造を再発見 だけだと言ってもよい らい似ているのです。たとえば、バッハの時代に形 え フーガ形式は、ある種の神話、つまり二人の人物ないし二群の人物が登場 るよう 神話の進み方に驚くほどそっくりそのまま 表現です。」
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( あべ
 
しょうた、広島大学大学院博士課程前期在学
) 
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仲直りした直後も、 〉のことばかりを考え、再び〈緑〉を傷つけている。さらに 再度仲直りをした後、雨の
